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押出法ポリスチレンフォーム。業界初、全グレードで塩化メチルのゼロ化実現

―　平成１７年５月より、新たに１種と２種の販売を開始　―

◎株式会社 カネカは、発泡剤として塩化メチル（＊）及びフロン類を使用しない押出法ポリスチレンフォーム（商品名：「カネライトスーパーＥ」）を、既に販売している保温板３種に加え、平成１７年５月より新たに１種と２種の販売を開始する。
· 塩化メチルは、化学物質排出把握管理促進法（ＰＲＴＲ法）の対象化学物質となっているため、この代わりにジメチルエーテルを用い、配合技術、難燃化技術、製造技術を駆使した独自技術により、塩化メチルのゼロ化を実現した。
塩化メチル及びフロン類を使用しない押出法ポリスチレンフォーム全グレードへの切り替えは、本年５月に北海道（生産拠点：北海道カネカ）で完了し、本年９月末までに全生産拠点（当社鹿島工場、当社大阪工場、九州カネライト）で完了する計画である。

· 当社は、平成１２年１２月に世界に先駆けて、塩化メチル及び全てのフロン類を含まない押出法ポリスチレンフォーム保温板３種の開発に成功し、平成１３年１１月よりグリーン購入法等高まる環境意識と、それに基づく市場の旺盛な需要に応える供給体制の整備を進め、平成１６年２月より全生産拠点でフロン類を完全撤廃している。

・当社の押出法ポリスチレンフォーム保温板（商品名：「カネライトスーパーＥ」）は、オゾン層保護法或いは地球温暖化防止京都会議で規制・削減対象となっているフロン類、及びＰＲＴＲ法の対象化学物質になっている塩化メチルを発泡剤に使用していないことで、オゾン層の保護や地球温暖化防止及びＰＲＴＲ法対象化学物質の排出量削減に高い効果が期待でき、更に熱可塑性樹脂のためマテリアルリサイクルが可能なため、優れた環境適合性を有する断熱材である。　　

（＊）塩化メチル（ハロゲン化炭化水素系発泡剤。別名：クロロメタン）は、スチレン系樹脂への溶解性を利用して押出成形性を向上させるために使われているが、人の健康に悪影響を及ぼす可能性がある物質としてＰＲＴＲ法にリストアップされている。
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